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１． はじめに 

 

みんなの見守りで美しい綾瀬川を取り戻して、より多くの生物と出会い、生物多

様性の中に生きていることの素晴らしさを感じるこども達を増やしていきたい。と

の理由から八潮市大曽根ビオトープのかいぼり（澪筋づくり）を市民参加で行いま

した。 

２０２１年１１月３日（水・祝）に行われた綾瀬川「大曽根ビオトープのかいぼ 

り隊」は NPO 法人エコロジー夢企画、大曽根の湿地ビオトープを守る会が中心にな 

って、国土交通省江戸川河川事務所、八潮市環境リサイクル課、認定 NPO 法人生態 

工房、NPO 法人オリザネットと一般参加の皆様 69 名で実施することができました。 

 

200１年に下流側のかわせみ池が完成した時には、中学生たちが思わず泳いでし 

まったほどきれいだった池が、今は堆積物に苦しんでいます。綾瀬川を植物や微生

物によって浄化させるために国に買い取ってもらった湿地がいま悲鳴を上げていま

す。今年の「みお筋づくり」活動は、その解決の第一歩でした。 

 

なぜ大曽根ビオトープができたのかわからないという行政職員が増えてきたこと

から、ツイン事業として誕生した⼋潮市⼤曽根ビオトープと⾜⽴区桑袋ビオトー
プ公園完成の経緯を記した報告書も作ることができました。 
 

    
（図ー１ ⼤曽根ビオトープ） 

 
 

 



２． 活動内容 

２－１．4 月 20 日（火）現地状況を確認・打ち合わせ                     

大曽根の湿地ビオトープを守る会（以降守る会）、エコロジー夢企画（以降エコ夢）、 

生態工房、江戸川河川事務所調査課２人、八潮市リサイクル環境課２人参加 

◎普段から干満の差で川底を日干しできるようにした方が良いと、皆で魚道の角落しを取 

り外した。 

 

 
（２－１  打合せ） 

 

２－２．5 月 16 日（日） 守る会の定例活動にエコロジー夢企画から 1 名参加 

 

２－３．7 月 25 日（日） 守る会主催の「しがら柵作り」（池に土砂が入ることを防ぐ柵） 

中学生ボランティア 4 名と共に行った。生態系工房の片岡さんの指導でエコ夢から 4 名

参加し、計 22 名で実施。中学生もハンマーの振り方や鉈の使い方を覚えて楽しそうだ

った。 

（２－３ しらが柵作り） 

２－４．8 月 22 日（日） 合同打ち合わせ会議 



    事前学習会と本番の作業工程を相談し、決定した。 

守る会、エコ夢、生態工房 計 11 名参加。 

 

２－５．8 月 30 日（月） 八潮市後援承認される。八潮市・足立区でチラシ配布開始。  

             江戸川河川事務所は「協力」団体として名義使用を承認。    

 

２－６．９月 20 日（月・祝）事前学習会「かいぼりってなぜやるの？」（座学） 

大曽根の湿地ビオトープを守る会、エコロジー夢企画、生態工房、 

江戸川河川事務所調査課１人、八潮市リサイクル環境課 2 人、計 35 名 

      ◎生態工房 片岡友美氏の講演 「かいぼりってなぜやるの？」でイメージが膨らむ。

当日の工程説明を行い共有した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２-６．事前学習会） 

 

２－７．11 月 2 日（火） 前日準備。プレかいぼり 

スタッフ・バイト 10 名で澪筋づくりを試行し本番の準備をした。 

◎干満の差によって１日に２回川の水の出入りがあるので、その流れを利用できるよう

にかいぼりというよりは、みお筋づくりを目指すこととなった。 

 

   （２－７．前日プレかいぼり） 

 

 

 



２－８．11 月 3 日（水・祝） 「エコ夢かいぼり隊」イベント  一般参加者と澪筋づくりをする。 

      ①みお筋つくりチームところころマシーンチームに分かれて、池の中にみお筋を作り 

水の流れを良くする。泥を掻き出す。水生生物を捕獲する。 

      ②魚の展示と解説：前日仕掛け網をしていったところ大きなうなぎが 2 尾とエビなど

がかかっていた。当日は四手網で捕獲したり、澪筋つくり最中に捕獲したりし

た水生生物を展示して、魚講師に解説してもらった。 

      ③パネル展示：参加団体の活動を紹介するパネル展示を行った。 

      ④カヌーでごみ拾いを行い、ごみを回収した。 

 

               

              

 

 

 

 

 

 （図―２ かいぼり チラシ） 

 

 

 



みお筋つくりチーム （赤の腕章配ります） 

  池の中を歩いてみず道を作り、泥をかき出しします。 

  途中お魚を見つけたら捕獲して展示用ブースに届けます。 

  ① 服装：胴長（ウエストでベルトをすること）又は、長靴（はきこみをガムテープ

で塞ぎます） 

  ② 軍手 

  ③ 長袖：着替え持つこと     ★バケツや網は貸し出しします。 

ころころマシーンチーム （緑の腕章配ります） 

  手作りした道具を使って、地上から綱引きをして、みお筋をつけます。 

① 長靴またはズック靴 （履き替え用靴ももつこと） 

② 軍手 

③ 長袖・長ズボン 

 

 土手からかいぼり見学・魚展示コーナー見学 

 作業チームが動きやすいように土手上から見学しましょう。 

 

（図-3．大曽根守る会オリジナル ころころマシーン） 

 

＜スケジュール＞ 

8：00  スタッフ集合 受付テント、机 、イス・・。エコ夢（水越・梅澤・柴崎）  

① 魚展示用長机、水槽 2つ、エアーポンプ 3 つ、ファンシーケース等用意 

魚採取係・・・エコ夢（戸井田）＋（矢澤） 

魚解説係・・・オリザネット（斎藤氏・古谷氏） 

① かいぼり隊指揮・・・片岡さん、佐藤さん 

② 水道栓の用意・・・長いホース（戸高）・着替え用テント（エコ夢） 

③ 記録係：DVD（井坂）、写真（エコ夢大熊・守る会高橋） 

８：３０ 受付開始 

① 名簿チェック、検温、消毒、マスク 

② 整列、グループ分け、腕章渡す （注意：ソーシャルディスタンス） 

③ 服装チェック（胴長にベルト）、ガムテープで長靴はき込みを巻く。 

9：００ 開会あいさつ  ・・・司会：水越雅子 

① エコロジー夢企画理事長・大曽根ビオトープ会長あいさつ 

② 来賓あいさつ 国土交通省江戸川河川事務所、八潮市リサイクル環境課 

③ 魚解説チーム紹介：NPO 法人オリザネット（古谷氏・齋藤氏） 

④ 参加者 グループ紹介・人数が多い場合はカット 

９：１５ 澪筋づくり開始  2 チームに分かれて活動開始 

① 澪筋づくりチーム      指導チーフ：片岡 

②  「ころころマシーン」チーム   指導チーフ：荻原 

11：00 休憩、役割交代したい人は入れ替わって再度、作業開始 



見学者向け水槽展示 (横土手上) 

    ・ビオトープにいる魚や水生生物を水槽展示する。 

  ・前日に魚キラー等を仕掛け、当日朝に回収して生き物を確保する 

  ・かいぼりで捕れた生き物も追加する。 

１２：００ 一般参加者は作業終了、手足洗う。着替え 

１２：１５ 閉会式 

１２：３０～13：３０ 昼食休憩 （各自用意） 

１３：３０ 「関係者」は潮位次第で作業再開 →一般参加希望者は午後も参加可能 

     洗い物や片付け作業もこの時間内でやる。 

１５：３０ 反省会   １６：００ 解散 

 

  

    



    

      （２-８．かいぼり本番 ころころマシーンチームとみお筋づくりチーム）） 

 
 （図ｰ３￥4．東武さいたま新聞） 
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２－９．11 月 13 日（土）エコ夢 2 名と守る会 1 名で昆虫調査を行う。 

◎１０日後のみお筋つくりの成果を確認した。      

 

 

（２－８．みお筋ができていた） 

 

２－10．11 月 14 日（日）守る会の定例活動の草刈りに 11 月 3 日の参加者 2 名が参加した。 

 

 

 



３．成 果 

 
.① かい堀というよりは干満の差を利用したみお筋づくりを行って、日常にも堆積物が流

れ出ていくように水の道を作る作業を参加者と共に行うことができた。 

② しがら柵作りは、池のふちの土砂が池に入らないようにする効果をもたらした。 

③ かいぼり本番から 10 日後に観察したところ、みお筋がはっきり出来ていたので、干満

の差による水の出入りが期待できる。投網を掛けた所、ボラが数十匹入ってきていたの

で、今後の水生生物の動向が楽しみである。 

④ コロナ禍にも拘らず、69 名もが参加して実施できたこと、多くの方に大曽根ビオトー

プの存在知ってもらうことができた。親子で訪れて自然の中で情操を育んでもらいた

い。綾瀬川浄化に努力している市民活動を知ってもらうことができた。泥だらけになり

ながらも楽しかったらしく、次も参加したいという声が多かった。 

 

５． 活動の効果 
 

① 多くの市民が関心を寄せてくれて、大曽根ビオトープを知ってもらったので、自然地に遊びに

来る親子の増加が見込まれる。 

② 10 日後にはみお筋がはっきりしているのを確認した。しかし、継続してこまめにみお筋づくりを

行っていかないとすぐに元に戻ってしまうと思われるので継続していく必要がある。 

③ 江戸川河川事務所職員は、ずっと泥を吐き出す場所に立ち手伝ってくれたので、現場を良く

知ってもらうことができた。魚道の改良なども相談しやすくなった。 

 

〔河川管理者等との連携状況〕 

① いままで、かいぼりをしたいと江戸川河川事務所や八潮市に相談しても「予算がないのででき

ない」といっていたが、今回河川財団からの助成が決まったことから、江戸川河川事務所も八

潮市も休日であるにもかかわらず積極的に参加し協力してくれた。打ち合わせや当日のかい

ぼりにも参加した。 

八潮市は、胴長やシャベル、軍手、飲み物まで用意してくれて、カヌーで回収したごみも翌日

に改修してくれた。当日も池に入って戦力となり活動してくれた。環境部長も見に来ていた。 

今後も良好な関係を継続して取り組んでいきたい。 

② 魚道の高さのせいで、下流の池の水が抜けないのではないかという事を伝えたところ、江戸川

河川事務 

所の職員が、「今回池に入ってみて様子が分かったので調べてみる」と言ってくれたのは大き

な成果であった。 

 
６．今後の展望 

 

一般市民にかいぼり隊の呼びかけをしたところ、多くの応募があり綾瀬川に関心を持っ

てもらうことができた。１ｍ以上の泥の堆積があったが、大勢だからこそ「みお筋」ができ

た。2022 年度は、下流の池と上流の池をつなげて更に流れを良くしたい。流れが良くなり、

魚が子育てできる環境をもう一度整えたい。2005 年ころから始まった再生工事の前の野鳥

の種類と数の復活も目指したい。これらの活動を通して綾瀬川に愛着を持つ人を増やし、ご

みや汚染水を流すことを防止していきたい。現在もタコノアシは保護しているが、ゴキヅル、ミズ

アオイなども戻っててしい。アユやカワセミが生き生きと活動できる環境を流域全体で考えてい

きたい。 
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29年６月19日埼玉新聞

平成29年６月19日埼玉新聞

平成29年10月31日埼玉新聞

平成29年16月5日埼玉新聞
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